
「觀
音
三
十
三
霊
驗
所
」
の
形
成

に
関
す

ろ

一
考
察

成

田

俊

治

ロ11㈲

TITI

乘

序

説

平
安
朝

に
於
け
る
そ
の
分
布

成
立
年
代

に
ρ
い
て

形
成
の
社
会
的
基
盤

結

論

(

一
)

日
本

に
於
け
る
観
音
信
仰
が
、
飛
鳥
、
白
鳳
時
代
を
通
じ
、
観
音

経

の
講
設
、
写
経
等
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
、
夊
奈
良
朝

に
於
け
る

そ
れ
が
、
続
紀
及
び
正
倉
院
文
書
等
に
見
ら
れ
る
観
音
経

一
班
の
書

写
、
或

は
三
月
堂
、
聖
林
寺
、
唐
招
提
寺
等
諸
寺

の
観
音
嫁
の
彫
造

観
音
三
;-111霊
驗
所
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

等
、
そ
の
数
の
膾
加
に
よ
つ
て
観
音
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
つ
た
事
が

推
定
さ
れ
る
。
之
等
、
彫
鱇
、
写
経
に
よ
る
信
仰
が
、

一
つ
の
観
音

信
仰
と
し
て
の
形
態
を
示
す
過
渡
的
段
階

に
あ
る
と
云
い
得
る
な
ら

ば
、
平
安
時
代

の
観
音
霊
験
所
の
形
成
は
、
社
会

に
顕
現
さ
れ
た
観

音
信
仰

の
具
体
的
な
展
開
で
あ
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
様

な
発
展
過
程
を
と
る
に
至

つ
た
社
会
的
必
然
性
は
、
平
安
時
代

に
於

け
る
仏
教
全
般
の
密
教
化
と
、
利
已
的
、
且
、
個
人
的
信
仰
の
形
成

か
ら
で
あ

つ
た
。
.

即
ち
平
安
時
代
に
於
け
る
仏
教
が
、
祈

濤
呪
願

に
対
す
る

一
般
の

要
求
を
満
た
す
為
、
甚
ガ
呪
術
性
に
富

み
祈
濤
万
能
主
義
と
な
り
、

人
々
は
自
己
の
発
展
の
爲
祈
濤
を
行

い
、

又
種
々
の
事
柄

に
対
し
て

六
五



も
そ
れ
を
利
用
す
る
様
に
な
つ
%
。

こ
こ
に
信
仰
は
個
人
的
な
も
の

と
な
り
、
現
世
的
利
釜
を
求
め
る
信
仰
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

個
人
的
な
現
世
利
釜
的
信
仰
に
俘
つ
て
、
仏
豫
や
寺
院
に
そ
れ
ぞ
れ

霊
験
利
釜
の
名
を
得
る
も
の
が
現
わ
れ
、
°そ
れ
は
教
理
を
離
れ
、

一

般

の
信
仰
対
象
と
な
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
現
世
利
釜
を

授
け
る
観
音
霊
験
所
ど
云
わ
れ
る
も
の
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
観
音
霊
験
所
は
、
平
安
末
期

に
至
り
三
十
三
観
音
霊
験
所
と

し
て
形

成
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
即
ち
、
園
城
寺
前
大
僧
正
行
尊
、
覚

忠
の
巡

礼
手
申
記
、
三
十
三
所
巡
礼
記
に
観
昔
霊
場
と
し
て
三
十
三

所
を
挙

げ
て
い
る
の
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

勿
論
三
十
三
所
は
、
花
山
法
皇
に
始
ま
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、

「
幻
雲
稿
」
の
著
者
、
幻
雲
和
徇
は
こ
の
事
に
対
し
て
、

「
事
在
口

碑
」
と
云
つ
て
い
る
如
く
事
実
は
明
ら
か
で
な
い
。
故
に
覚
忠
、
行

尊

の
巡
礼
記
に
よ
り
始
め
て
三
十
三
所
が
記
録

さ
れ
て
い
る
関
係
上
、

十
二
世
紀
中
葉
頃

に
は
既
に
形
成
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

こ
の
三
十
三
所
が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
於
て
、
平
安
時
代

を
通
じ
て
ど
の
様
な
霊
験
所
が
成
立
し
、
夊
そ
れ
等
が
三
十
三
所
と

し
て
明
瞭
に
形
成
さ
れ
た
の
は
何
時
頃
で
あ
る
か
。
更
に
そ
れ
を
形

六
六

成

せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
何
か
、
と
云
う

一
連
の
問
題
に
つ
い

て
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
二
)

観
音
三
十
三
霊
験
所
が
、
平
安
中
期
以
後
、
三
十
三
所
を
成
立
せ

し
め
る
為
に
続
々
と
出
来
た
も

の
で
な
い
事
は
云
う
迄
も
な
い
。
そ

れ
は
、
平
安
初
期
よ
り
観
音
信
仰
の
発
達

に
拌
な
い
順
次
出
来
上

つ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意

味
に
於
て
、
三
十
三
所
形

成
以
前
に
、
ど
の
様
な
霊
験
所
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
と
云
う
事
を

ま
す
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

弘
仁
年
間

(八

一
〇
～
八

二
三
)
成
立

の
日
本
霊
異
記
を
見
る
に
、

0

観
音
霊
験
譚
は
上
中
下
合
せ
て
十
八
挙
げ

て
を
り
、
そ
の
中
、
観
音

を
祠
り
利
釜
あ
る
所
乏
し
て
、
大
和
殖
槻

寺
、
同
下
毛
野
寺
、
和
泉

珍
努
上
山
寺
、
大
和
向

(穴
)
,穂
寺
、
大
和
泊
瀬
寺
の
五
ヶ
寺
が
記

さ
れ
て
い
る
。
之
等
の
寺
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
音
が
奇
瑞
を
示
し
、
そ

こ
に
参
籠
し
観
音
を
念
ず
る
事
に
よ
つ
て
、
貧
を
の
が
れ
、
大
富
を

得
、
夊
命
を
全
う
し
た
事
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様

に
霊
異
記
に
於

そ

は
右
の
五
ヶ
寺
が
表
わ
れ
て
い
る
が
、

之
等
の
寺
が
純
粋
な
観
音



霊
験
所
で
あ
つ
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
未
だ
霊
験
所
と
云
わ
る
べ
き

も

の
で
は
な
か
つ
た
。

次

に
永
観
二
年

(九
八
四
)
成
立
の
三
宝
絵
詞
の
下
巻
、
長
谷
菩

②

薩
戒

の
条
に
、
長
谷
寺
十

一
面
観
音
の
縁
起
を
記
し
て
後
、

「
徳
道
道
明
等
が
天
甼
五
年
に
し
る
せ
る
観
音
の
縁
起
並
に
雑
記

等

に
み

へ
た
り
。
そ
の
の
ち
利
益
あ
ま
ね
く
。
霊
験
も
ろ
こ
し
に

さ

へ
き
こ

へ
た
り
」

と
長
谷
の
観
音
の
霊
験
が
申
国
に
迄
聞
え
て
い
た
事
を
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
長
谷
寺
の
観
音
の
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
つ
た
事
が
既
に

幾
内

は
勿
論
、
申
国
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
夊

③

石
山
寺

に
関
し
て
も
同
様
な
事
を
記
し
て
を
り
、
こ
の
ニ
ケ
寺
が
霊

験
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

長
久
元
年

(
一
〇
四
〇
)
鎮
源
の
著
し
た
本
朝
法
華
験
記
に
よ
る
と

④

上
巻
第
十
四
、
志
摩
国
崑
洞
宿
雲
浄
法
師
の
条

に
、

「
為
拝
霊

処
。
参
詣
熊
野
」

.0

同
書
申
卷
第
六
十
、
蓮
長
法
師

の
条
に
は

「
亦
往
詣
金
峰
熊
野
諸
名
山
。
志
賀
長
谷
等
諸
霊
験
。
往
於

一
々

霊

験
名
山
。
読
誦
千
部
妙
法
経
。
日
本
国
申

一
切
霊
所
。
無
不
巡

観
音
三
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る
扁
老
察

礼
必
誦
千
部
」

と
あ
り
、
蓮
長
と
云
う
僧
が
吉
野
金
峯
山
、
熊
野
、
志
賀
、
長
谷
を

挙
げ
、
之
等
の
霊
所
を
始
め
と
し
て
、

日
本
国
中
の
霊
所
と
云
わ
れ

る
も
の
を
巡
礼
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。

又
同
書
第
七
十
五
、
齊
遠
法
師
の
条

、
及
び
下
卷
第
百
五
十
、
周

防
国
判
官
官
代
某

の
条
に

⑥

「
往
玖
珂
郡
三
井
山
寺
。
其
寺
観
音
.
霊
験
掲
焉
」

周
防
玖
珂
郡
云
々
其
郡
有
山
寺
。
名
三
井
、
観
音
瑞
豫
。
霊
験
顕

Q
然
屋

と
、
そ
れ
ぞ
れ
周
防
国
の
三
井
観
音
の
霊
験
顕
然
た
る
事
を
挙
げ
て

い
る
。

⑧

同
書
下
巻
第
八
十
三
、
楞
厳
院
源
信

僧
都
の
条

に

「参
詣
郡
内
霊
験
高
尾
寺
云
々
」

⑨

同
書
下
巻
第
八
十
九
、
越
中
国
悔
運
法
師
の
条
に

「
参
向
立
山
及
余
霊
験
、
祈
濤
此
事
云
々
」

と
あ
る
如
く
、
高
尾
寺
、
立
山
、
白
山

が
霊
験
あ
る
所
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
更
に
こ
こ
に
注
意
す
ぺ
き
こ
と
は

「
往
詣
霊
験
所
、

a

難
行
苦
行
、
往
越
中
立
山
」
と
云
つ
て
い
る
如
く
、
霊
験
あ
る
名
山

六
七



寺

を
霊
験
所
と
云
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
之
等
の
例
を
見
て
も
知

ら

れ
る
如
く
、
全
国
に
霊
験
所
が
あ
り
、
そ
れ
等

の
霊
験
所
を
難
行
苦

、行

に
よ

つ
て
巡
拝
し
た
事
が
巡
礼
と
云
う
言
葉
て
表
わ
さ
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。
霊
異
記
、
三
宝
絵
詞
に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が

観

音
の
霊
験
あ
る
所
と
し
て
の
み
奉
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
法
華
験

記

に
於
て
は
、
霊
験
あ
る
所
を
霊
験
所
と
呼
び
、
そ
れ
等
の
霊
験
所

を
巡
拝
巡
礼
す
る
と
云
う
動
的
な
信
仰
形
態

が
起
つ
た
事
が
う
か
が

わ
れ
る
。
之
等
の
霊
験
所
の
他
、
清
水
寺
、
六
波
羅
密
寺
、
書
写
山

等
を
挙
げ
て
い
る
。

次

に
承
歴
元
年

(
一
〇
七
七
)
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
今
昔

物

語

に
よ
る
と
、
卷
第
十

一
以
下
本
朝
篇
の
至
る
所

に
観
音
霊
験
譚

を
挙
げ
、
特
に
卷
第
十
六
は
全
て
観
音
霊
験
論
話
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

そ

し
て

「
人
願
ヒ
求

ム
ル
事
有
テ
、
此
ノ
観
音

二
心
ヲ
至

シ
テ
申

ス
ニ
霊

⑧

験
ヲ
不
二
施
給
一ト
云

フ
事
無

シ
」

と
清
水
寺
創
建
の
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
之
は

一
に
清
水
寺

に

限

ら
す
、
全
て
の
霊
験
所
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
つ
た
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
今
同
書
の
申
か
ら
霊
験
所
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
周
防
国
三

六
八

井
観
音

一
、
丹
後
国
成
合

一
、
大
和
国
殖

槻
寺

一
、
清
水
寺
七
、
大

和
国
穗
積
寺

一
、
大
和
国
下
毛
野
寺

一
、
和
泉
国
珍
努
山
寺

一
、
大

和
岡
本
寺

一
、
近
江
国
石
山
寺
二
、
大
和
国
長
谷
寺
六
、
山
城
国
六

角
堂

一
、
大
和
国
龍
蓋
寺

一
、
を
挙
げ
、

他
に
金
峯
、
熊
野
を
数
え

て
い
る
勿
論
之
等
の
中
に
は
霊
異
記
の
系
統
を
引
く
も
の
意
あ
る
が

大
牛
は
今
昔
物
語

の
取
り
上
げ
た
霊
験
所

で
あ
る
。
そ
の
中
、
清
水

寺
は
七
回
、
長
谷
寺
が
六
回
と
そ
れ
ぞ
れ
霊
験
を
述

べ
ら
れ
て
を
り

こ
の
二
ヶ
寺
が
信
仰
対
象
と
し
て
最
も
多

か
つ
た
事
が
知
ら
れ
、
ぞ

⑫

し
て

「
亦
金
峯
、
熊
野
馬
長
谷
寺
ノ
諸
ノ
霊
験
所

二
詣
デ
テ
云
々
」

⑬

「
国
々

二
所
々
ノ
霊
験
所
ヲ
礼

マ
ム
ト
思

テ
熊
野

二
詣
ル

一こ

と
あ

る
如
く
各
地
方

の
霊
験
所
を
巡
礼
し
た
事

が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
そ

の
霊
験
を
受
け
、
信
仰
し
た
階
級
が
、
霊
異
記

に
於
て
は
約
六
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
僭
侶
、
或
は
上
暦
階
級
で
占

め
、
庶
民
階
級
は
三
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
今
昔
物
語

に
於
て
は
、
庶
民
階
級

が
全
体
の
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
て

い
る
事
は
、
庶
民
の
観
音

に
対
す
る
信
仰
が
増
加
し
、
之
等
の
霊
験
所
巡
礼
が
普
遍
化
し
た
事

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
嘉
応
元
年

(
一
一
六
九
)
後
白
河
法
皇
御
撰

に
な
る
梁
塵



祕
抄
を
見
る
に
、
之
は
平
安
未
期
に
於
け
る
今
様
を
挙
げ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と

「
観
音
し
る
し
を
見
す
る
寺
、
清
水
、
石
山
、
長
谷

の
御
山
粉
河

　

近
江
な
る
彦
糎
寺
、
真
近
く
見
ゆ
る
は
六
角
堂
」

「
験
仏

の
尊

き
は
、
東
の
立
ち
山
、
美
濃
な
る
谷
汲
み
の
、
彦
根

⑮

寺
、
志
賀
、
長
谷
、
石
山
、
清
水
、
都
に
真
近
き
六
角
堂
」

と
あ
り

、
こ
の
二
歌
か
ら
之
等
の
霊
験
所
が
公
卿
階
級
を
始
め
と
し

庶
民
の
間
に
知
れ
渡

つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
彦
根
寺

に
関
し

て
、
扶
桑
略
記
、
白
河
天
皇
、
承
暦
三
年

(
一
〇
七
九
)
三

月
八
日

の
条
に

「
同
年
、
摂
津
国
水
田
郡
石
良
里
有
コ沙
門
徳
満
者
巴
(
中
略
)
生

年
二
十
歳
、
両
眼
忽
盲
、
経
コ
三
↑
年
一参

鞍

馬
寺
{祈
濤
無
レ験
、

従
レ
寺
出
参
二籠
長
谷
寺

一祈
請
至
二
第
七
日
一夢
見
下
自

{御
帳
申

一老

僧
出
来
上
云
、
我
力
不
レ及
汝
当
下往
二
近
江
国
犬
上
西
郡
彦
根
山
西

寺
観
音
霊
験
之
処
一致
レ誠
祈
願
上
三
日
之
内
、

各
日
レ
有
レ
験
、

夢

覚
以
後
出
二長
谷
寺

一」

同
、
三
月
九
日
の
条
に

「
参
二
着
彦
根
山
西
寺

一、
泣
致
二
祈
願

一、
至
二第
三
日
成
刻
一、
両

観
音
三
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る

一
考
察

眼
忽
開
、
始
見
二
仏
前
灯
明

一
件
僧
今
住
二
彼
寺

一、
常
修

一長
講
一↑

と
、
彦
根
寺
の
霊
験
を
述
べ
て
を
り
、
又
中
右
記

に
も
そ
の
十
年
後

の
寛
治
三
年

(
一
〇
八
九
)
十
二
月
廿
四
日
の
条

に

「凡
今
年
京
中
上
下
多
以
参
詣
此
寺
、
予
具
申
申
納
言
殿
参
詣
也

観
音
霊
験
以
今
年
為
徴
去

々
是
世
聞
之
説
、
人

々
致
信
也
」

と
云
い
、
此
寺
と
は
彦
根
寺
を
云
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
彦

根
寺
の
観
音
が
今
年

に
限
り
徴
は
す
と
伝

え
る
を
人
々
が
之
を
信
じ

て
参
詣
す
る
も
の
が
多
か
つ
た
と
伝
え
て

い
る
。
又
、
清
水
寺
、
六

角
堂
に
関
し
て
、
同
じ
く
中
右
記
、
長
承
元
年

(
一
一
11?1
1)
三
月

十
七
日
の
条
に
は

コ
ご
宝
上
吉
已
当
十
八
日
、
参
詣
清
水
寺
、
六
角
堂
之
輩
数
千
万

此
雨
成
妨
也
歟
」

と
、
十
八
日
の
観
音
の
日
に
清
水
寺
、
六
角
堂

に
参
詣
し
た
人
々
が

数
千
万
あ
つ
た
と
誇
張
し
て
伝
え
て
い
る
。
之
等
は
、
十

一,世
紀
後

、

牛
か
ら
の
都
を
中
心
と
し
た
観
音
信
仰
の
盛
大
さ
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

次

に
宝
物
集
に
よ
れ
ば

「
我
朝

ノ
四
天
王
寺

ニ
ハ
、
仏
法
ノ
始
救
世
ノ
姿
ヲ
顕

シ
給

フ
、

、
六
九



南
海

ノ
辺

ニ
ハ
、
熊
野

ノ
権
現
、
西
ノ
御
前

一ス

ラ
手

顕

現

ナ

リ
、

北

領
ノ
麓

ニ
ハ
、
日
吉
山
王
八
王
寺
観
晋
垂
迹

ニ
ア
ラ
ズ

ヤ
、
穴
生

ノ
観
音

ハ
、
仏
師

二
代

リ
テ
射
プ

レ
給
、
成
相

ノ
観
昔

ハ
、
猪

二
成

テ
行
者

二
食

レ
給
、
金
前
ノ
観
音

ハ
女

ユ
変
ジ
テ
、
・

女

二
男
ヲ
合

セ
、
粉
河
ノ
観
音

ハ
童

二
顕
テ
人
ヲ
祈
ロ
給

フ
」

と
し
て
、
丹
波
国
穴
生
、
丹
後
国
成
相
、
美
濃
国
金
前
、
紀
伊
国
粉

河
を
教

え
て
い
る
。

以
上
大
体
、
平
安
初
期
よ
り
未
期

に
か
け
て
の
霊
験
所
を
文
献
の

上
か
ら
挙
げ
だ
の
で
あ
る
が
、
之
等
全
部
が
必
す
し
も
純
然
た
る
観

音
霊
験
所

で
あ
る
と
は
云
い
切
れ
す
、
そ

こ
に
は
神
仙
思
想
、
或

は

権
現
信
仰
等
が
加
味
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
関
係
の
考
察
は
後
に
譲
り
、
更
に
論
を
進
め
た
い
。

(省

之
等
霊
験
所
の

一
覧
表
を
末
尾
に
挙
げ
た
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
)

註
-

上
巻
第

6

・
15

・
17

・
B

・
20

・
30

・
31

中
巻

第
17

・
34

・
36

・

、

37

・
42

下
巻
第

3

・
7

.
12

・
13

・
30

.
38

註

2

大
日
本
仏
教
全
書

伝
記
議
書

四
六
〇
頁

註

3

大
日
本
仏
教
全
書

伝
記
叢
書

四
六

二
頁

註

4

続
群
書
類
従
第

八
輯

上
伝
部

=

一
四
頁

註

5

続
群
書
類
従
第
八
輯
上
伝
部

一
五
四
頁

七
〇

一証
6

'続
群
罍目類
従
册弟
八
'輯
上
伝
部

㎞
六
111頁

註
7

続
群
書
類
従
第
八
輯
上
伝
部

一
九
〇
頁

註
8

続
群
書
類
従
第
八
輯
上
伝
部

一
七
〇
頁

註
9

続
群
書
類
従
第
八
輯
上
伝
部

一
七
五
頁

註
10

続
群
書
類
従
第
八
輯
上
伝
部

下
巻
第
百
十
四
越
中
国
立
山
女
人
、

の
条

嚇
九
五
頁

註
11

岩
波
文
庫
本
巻
十

一

第
卅
二

註
12

岩
波
文
庫
本
巻
十
三

第
廿
八

註
13

岩
波
文
庫
本
巻
十
三

第
十
七

註
14

・
15

国
文
東
方
仏
敏
蓄
書

文
芸
部
下

霊
験
所
哥

註
沁

大
日
太
仏
教
全
書

一
四
七

巻
三

(
三

)

以
上
述

べ
た
如
く
、
平
安
時
代
を
通
じ

て
各
地
に
霊
験
所
な
る
も
・

の
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
れ
等
の
寺
院
を
含
め
た
、

三
十
三
所
な
る
も
の
が
何
時
の
頃
よ
り
形
成
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
・

う
か
。

0

慧
鳳
の

「
竹
居
清
事
」
の

「
博
桑
西
州

三
十
三
所
巡
礼
観
音
堂
図

記
」

に
「
吾
土
有
二
巡
礼
之
語
一、

不
レ見
二
之
図

記
硝.

図

m�
t、

亦
不
レ得
二之
於
聖



詰

賢

策

之

際

一、

盖

巡

者

、

如

一一狩

巡

之

巡

一
也

、

礼

者

敬

而

礼

レ
之

む

　

　

　

也

、

聞

二
之

古

老

一、

日
、

吾

花

山

上

皇

、

既

厭

二
万
機

一、

託

一乏

嗣

宮

一
、

永

観

中

、

克

落

二
聖

髮

一、

而

躬

御

二
勤

息

之
服

一、

尊

ご
淨

屠

仏

眼

上

人

一
、
而

為

レ
師

、

上

皇

因

允

二
其

所

レ
請

一
、

而

上

人

所

レ

請

無

レ
他

、

昔

養

老

年

申

、

大

和

州
長

谷

寺

、

有

二
曾

徳

道

上

人

者

一、

疾

而

絶
矣

、

殆

数

日

、

遂

甦

、

如

コ
寝

復

醒

一
、

冥
府

制

厳

、

官

吏

用

γ
法

、

皆

如

人

間

所

レ
畫

、
閻

王

勅

二
上

人

幽、

大

期

未

レ
限

、

可

レ
帰

二
本

土

一、

且

有

二
光

世

音

堂

一、

在

二
三

十
三

所

一
、

所

コ
最

欽

一也

、

告

=
之
其

人

一、

人

霑

レ
福

匠

γ
測

一

上

人

恐

三
其

或

無

一之

信

者

}、

王
乃

賜

二
之

三

十

三

印

一
、

印

各

有

二
三

十

三

之

名

一
、

上

人

乃

甦

告

二
之

人

一、

人

未

二
之

信

一矣

、

上

人

感

二
楚

璞

之

辱

一
、

收

コ
之

摂

之

中

山

寺

一、

到

レ
今

得

道

之

気

猶

鬱

矣

、

顧

力

不

レ
足

レ

振

γ
之

、

以

γ
此

爲

〆
憾

、

上

皇

遂

遺

二
中
使

一
、

遠

謁

二
中

摂

之

申

山

寺

一
、

訪

二
之

寺

僧

一、

印

交

不

國

、

累

累

三

十

三

印

、

以

安

二
之

三

②

十

三
所

一
、

上

皇

与

二
仏

眼

一、

偕

親

詣

レ
之

」

と
萱

又
竜
囎
の

「
天
陰
語
録
」
に

「
日
本
国
養
老
年
中
、
'
和
州
長
谷
寺
有
威
光
上
人
者
、
病
而
気
絶

入
冥
府
逢
閻
羅
王
.
王
日
、
日
本
国
有
観
音
大
士
霊
場
、
其
数
三

観
音
三
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る

一
考
察

十
三
也
。
嶷
皈
本
土
、
告
之
令
人
結
善
因
、
只
恐
人
不
信
之
、
乃

賜
三
十
三
印
、
各
有
三
十
三
所
之
名
、
上
人
蘇
生
、
褊
告
国
人
、

然
後
牧
閻
王
王
印
於
摂
津
中
山
寺
也
、
其
後
二
百
年
、
寛
和
二
年

夏
、
寛
和
上
皇
厭
世
相
、
幸

華
山
寺
、
腕
展
賓
位
、
薙
髮
以
著
畛

服
、
法
諱
入
覚
、
時
年
十
九
、
与
世
尊
出
家
同
其
年
也
、
天
下
霊

区
、
褊
印
足
迹
、
聞
三
十
三
所
霊
異
、

一
々
巡
而
礼
之
、
至
尊
猶

④

爾
、
矧
庶
人
乎
、
爾
来
巡
礼
之
人
、
浴

干
村
、
盈
干
里
」

0

又
、
月
舟
寿
桂

の

「
幻
雲
稿
」
所
載

「
清
水
山
新
建
慈
願
寺
幹
縁
疏

罅
響

に
も

「
盖
三
十
三
処
、
乃
養
老
年
申
和
州
長
谷
寺
僧
徳
道
上
人
、
自
閥

王
殿
上
所
得
三
十
三
印
分
而
所
鎮
也
、
於
是
上
皇
傾
誠
大
士
、
王

　

る

む

　

趾
巡
遊
不
憚
難
嶮
、
事
在
口
碑
、
不
肯
漬
告
、
爾
来
士
庶
皈
仏
者
ヤ

⑥

不

一
詣
之
則
終
身
耻
也
」

と
あ
る
如
く
、
花
山
法
皇
が
僧
仏
眼
の
勧

に
従

い
、
摂
津
の
中
山
寺

よ
り
長
谷
寺
の
徳
道
上
人
以
來

の
伝
来
と
称
す
る
観
音
三
十
三
印
を

召
寄
せ
、
之
を
三
十
三
所

に
奉
安
し
、
法
皇
自
身
、
仏
眼
と
共

に
巡

礼
を
行
わ
れ
て
か
ら
三
十
三
所
巡
礼
が
起

つ
た
と
云
う
事
を
記
し
て

い
る
。
故
に

一
応
花
山
法
皇
に
そ
の
起
源
を
求
め
得
ら
れ
る
が
、
し

七

一



か
し

「
竹
居
清
事
」
に

「
聞
一乏

古
老
こ

と
云
い
、
夊

、「
幻
雲
稿
」

に
も

「
事
在

口
碑
」
と
云
つ
て
い
る
事
か
ら
、之
等
の
読

は
、古
く
か

ら
伝
承

せ
ら
れ
、
古
老
か
ら
聞

い
た
り
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
も

「
口

碑
」

に
過
ぎ
な
か
つ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
単
な
る
口
碑

ぐ
ら
い
で
は
花
山
法
皇
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
事
は
出
来
な
い
。
こ

う
考
え
て
来
る
と
、
果
し
て
法
皇
が
三
十
三
所
巡
礼
の
始
祖
か
否
か

を
明
す
事
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
花
山
法
皇
が
、
数
ケ
所

の
観
音

霊
場
を
参
拝
さ
れ
た
事
は
事
実
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

北
朝
貞
治
二
年

(
一
三
六
三
)

の

「
新
拾
遺
集
」

に

「
修
行
さ
せ
給
ひ
け
る
時
.
粉
川
の
観
音
に
て
御
札
に
か
か
せ
給

0

ひ
け

る
御
歌
」

と
云
う
詞
書

の
あ
る
法
皇
の
御
歌
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
事
に
よ
つ
て

う
か
が
わ
れ
る
。

更

に
三
十
三
が
始

め
て
書
物
に
見
え
た
の
は
、
文
治
三
年

(
一
一

⑧

八
七
)
の
千
載
集

の
釈
教
部
に
、
前
大
僧
正
覚
忠

の
歌
と
し
て

「
三
十
三
所
の
観
音
を
が
み
奉
ら
ん
と
て
、
所
々
ま
い
り
侍
り
け

る
時

、
美
濃
の
昏
汲
に
て
、
油
⑳
出
ず
る
を
み
て
よ

み
侍

り

け

⑨
る
」

七
二

と
、
詞
書
の
あ
る
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
レ

⑩

て
、
寺
門
伝
記
補
録
、
第
十
四
覚
忠

の
条

に

「
応
保
元
年
正
月
、
巡
二礼
三
十
三
所
観

音
霊
場
一、
日
数
七
十
五
、

日
」

と
、
応
保
元
年
正
月

(
一
一
六

一
)
よ
り
七
十
五
日
問
を
要
し
て
三

十
三
所
を
巡
礼
し
た
事
を
記
し
て
い
る
。

又
、
同
じ
ぐ
、
寺
門
伝
記
`

ti

補
録
、
策
九
聖
願
寺
の
条
に

「
前
大
僧
正
覚
忠
三
十
三
所
巡
礼
記
、

日
数
七
十
五
日
」
と
し
て

一
番
か
ら
三
十

三
番
迄
の
順
序
を
挙
げ
て

い
る
の
ば
、
こ
の
応
保
元
年
の
巡
礼
行
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
様
な
事
実
か
ら
、
応
保
元
年
頃

に
は
既

に
三
十
三
所
巡
礼

が
行
わ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

所
が
・
同
じ
く
寺
門
伝
記
灘

・
第
+
三
葺

の
匏
に

「
撼
好
二抖
嫐
、
巡
コ礼
観
音
霊
場
三
十
三
所

一、
日
数
百
二
十
日
」
、

と
あ
り
、
同
書
、
第
九
聖
願
寺
の
条
に
、
覚
忠
の
巡
礼
記
と
同
じ
く

「前
大
僧
正
行
尊
三
十
三
所
巡
礼
手
中
記
」
と
し
て
、

一
番
か
ら
三
,

十
三
番
迄
を
挙
げ
て
い
る
、
彼
が
何
時
巡
礼
し
た
か
は
は
つ
き
り
と
-

規
定
出
来
な
い
が
、
彼
の
沒
年
が
、
覚
忠

の
巡
礼
し
た
応
保
元
年
以

前
、
長
承
四
年

(
一
噌
三
五
)
二
月
四
研

で
あ
り
、
叉
、
伝
記
の
‡



か
ら
推
察
す
れ
ば
、
彼
が
修
行
を
積
み
、
重
々
し
い
身
分
と
成

つ
た

後

の
事

と
見
を
よ
り
は
、
年
若
き
抖
嫐
行
脚
の
修
行
時
代

で
あ
つ
た

と
見
惹
方
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
嘉
承
二
年

(
一
一
〇
七
)
十
二
月

鳥
羽
院

の
護
持
僧
と
な
つ
た
以
前

に
巡
礼
し
て
い
た
と
見
た
い
。
斯

く
す
れ
ば
、
覚
忠
の
巡
礼
よ
り
約
六
十
年
以
前
に
既
に
巡
礼
が
行
わ

れ
て
い
た
.と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

従

つ
て
、
三
十
三
所
巡
礼
は
、
花
山
法
皇
の
時
代
、

寛

和

年

間

(
九
八
五
～
九
八
六
)
に
は
、
数
ヶ
所
を
巡
拝
す
る
事
は
あ
つ
た
け

れ
ど
も
、
未
た
三
十
三
所
巡
礼
な
る
も
の
は
形
式
さ
れ
て
お
ら
す
、

行
尊

の
嘉
承
二
年
以
前
に
於
け
る
巡
礼
に
よ
り
、

=

〇
七
年
以
前

に
は
既

に
三
十
三
所
巡
礼
が
行
わ
れ
、
大
体
、
花
山
法
皇
よ
り
堀
河

天
皇
に
至

る
約

1
1
10
年
程
の
間
に
三
十
三
所
巡
礼
は
形
成
さ
れ
て
.

来
た
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

註
1

東
福
寺
粟
棘
菴
の
僧

(
=
二
九
四
-

一
四
二
七
)

註
2

続
群
書
類
従
第
十
三
、
五
山
文
学
全
集
第
三
、
二
八
一
九
頁

註
3

建
仁
寺
僧

(
1
四
1
111-

1
五
〇
〇
)

註
4

続
群
書
類
従
第
十
三

巻
ご
illl九
'
11
一
頁

註
5

天
文
二
年
寂

(
1
五
l111i1)

註
6

続
群
書
類
從
第
十
三

巻
三
四
ご
、
一
五

一
頁

観
音
三
十
三
霊
驗
所
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

註

7

註

8

註
9

註
測

註
11

註
12

「昔

よ
り

風
に
知

ら
れ

ぬ
と
も
し
火

の
光

に
は
る

る

後

の

世
の
や
-

み
」

釈
教
の
部

大

日
本
仏
教
全
書

一
二
七
、
寺
門
伝

記
補
録
第

十
四
、
二

二
四
頁
参

¥　a�「
世
を
て
ら
す
仏

の
し
る
し
あ
り
け

れ
ば
ま
だ

と
も

し
び
も
消

え
ぬ

な
り
け
り
」

大
日
本
仏
教

全
書

一
二
七
、
二

二
四
頁

大
日
本
仏
教
全
書

一
二
七

、

一
三
五
頁

大
日
本
仏
教
全
書

一
二
七
'

1
l
1
九
頁

(
四
)

か
く
の
如
く
、
花
山
法
皇
よ
り
堀
河
天
皇
に
至
る
間
に
三
十
三
所

巡
礼
が
形
成
さ
れ
て
来
た
と
考
え
る
時
、

そ
の
間
に
於
て
、
三
十
三

所
巡
礼
を
形
成
せ
し
め
た
何
も
の
か
、
所

謂
そ
の
形
成
の
基
盤
と
な

つ
た
も
の
は
何
か
と
云
う
事
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
す
、
当
時
の
社
会
を
見
る
に
、
後
冷
泉
天
皇
永
承
六
年

(
一
〇

五

一
)
末
法
到
来
と
云
う
思
想
は
、
当
時

の
世
相
と
適
合
し
て
、
人

々
に
不
安
な
心
を
抱
か
し
め
て
い
た
。
種

々
の
天
変
地
異
、
或
は
氈

成
教
団

の
腐
敗
堕
落
は
末
法
到
来
の
意
識

を

一
暦
強
め
、
平
重
衡
が

南
都
仏
教
寺
院
を
焼
い
た
が
、
こ
れ

こ
そ
末
法
で
あ
り
、
仏
教
滅
亡

七
三



七
四

の
時
期

で
あ
る
と
京
中
の
人
々
が
悲
嘆
に
く
れ
、
所
謂
正
法
衰
滅
し
、

行
証
も
失
わ
れ
行
く
時
代
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
に
充
満

し
て

い
る
末
法
思
想
が
、
平
安
中
期
以
后
に
於
け
る
信
仰
形
態

の
大

き
な
根
底
を
な
し
て
い
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
。

こ
う
し
た
末
法
の
世
で
あ
る
と
云
う
意
識
は
、
人
々
を
し
て
現
実

嫌
悪
の
感
情
を
か
も
し
出
し
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
渇
望
す

る
宗
教
的
心
理
を
抱
か
し
め
る
事
と
な
り
、
後
世
安
楽
の
浄
土
教
的

他
力
信
仰
の
発
達
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
更
に
叉
、
こ
の
世
に
於
て

も
利
釜

を
得
よ
う
と
す
る
現
世
利
釜
、
即
ち
、
暗

い
世
相
、
混
乱
し

。
た
社
会

の
申
で
、
少
し
で
も
安
楽
に
暮
せ
る
様
、
叉
幸
福
を
求

め
よ

う
と
す

る
要
求

の
現
わ
れ
は
必
然
的
で
あ
つ
た
。
こ
の
要
求
を
満
た

す
も
の
は
観
音
菩
薩

で
あ
り
、
法
華
経
普
阿
品
に
於
け
る
、
所
謂
空

間
と
時
問
と
を
超
越
し
、
そ
れ
は
来
世
に
平
安
を
求
め
る
も
の
、
現

世
の
幸
福
を
求
め
る
者
、
如
何
な
る
希
求
、
願
望
に
対
し
て
も
応
現

し
、
種
々
の
変
化
身
を
現
わ
し
て

一
切
衆
生
を
済
度
す
る
と
云
う
、

慈
悲
救
済
の
観
音
の
性
質
は
、
全
く
実
質
的
な
現
実
的
な
欲
求
の
礼

拝
的
対
象
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
平
安
時
代
に
於
け
る
観
音

信
仰
の
盛
ん
に
な
つ
た

一
因
が
見
出
せ
ゐ
の
で
あ
り
、
こ
の
観
音
信

仰
の
発
達
が
、
教
理
を
離
れ
、
呪
術
性

に
富
み
、
祈
疇
万
能
主
義
に

堕
し
た
当
時
の
仏
教
界
の
風
潮
と
相
ま
つ
て
、
現
世
利
釜
を
授
け
る

観
音
霊
験
所
が
成
立
し
た
め
で
あ
る
。
之
等
は

一
般

の
信
仰
を
集
め

「
中
右
記
」
寛
治
三
年

(
マ
〇
八
九
)

の
条
に
も
あ
る
如
く
、

「
凡
今
年
京
中
上
下
多
以
参
此
寺

(彦
根
寺
)
云
々

観
音
霊
験
以

今
年
為
徴
云
々
」

と
、
近
江
の
彦
根
寺
の
観
音
が
、
こ
の
年
霊
験
を
現
わ
し
た
と
云
う

の
で
、
京
都
の
民
衆
が
競
つ
て
参
詣
し
た
と
あ
り
、
叉
、
十
八
日
の

観
音
の
日
に
、
清
水
寺
、
六
角
堂
に
参
詣

し
た
人
々
が
数
千
万
あ
つ

た
と
伝
え
て

い
る
。

(
「
申
右
記
」
長
承

元
年
三
月
十
七
日
の
条
)

又
梁
塵
祕
抄
に
も
、
目

に
於
て
挙
げ
た
如
く
、
観
音
験
を
現
わ
す
所

と
し
て
、
清
水
、
石
山
、
長
谷
、
粉
川
、
彦
根
寺
、
六
角
堂
を
挙
げ

て
お
り
、
之
等
の
霊
験
所
が
、

一
般

の
信
仰
を
得
、
人
々
は
現
世
利

釜
を
得
ん
が
為
に
巡
拝
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
様
に
、
現
世
利
釜

的
信
仰
が
、
仏
教
の
呪
術
的
風
潮
と
結
び

つ
い
て
霊
験
所
な
る
も
の

を
生
ぜ
し
め
た
と
云
う
事
が
、
三
十
三
所

巡
礼
形
成
の

一
つ
の
基
礎

と
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更

に
、
巡
礼
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
ひ
じ
り
」
そ
し
て

「
頭
e



陀
巡
礼
」
の
修
行
形
態
が
そ
の
基
盤
と
も
な
つ
た
。

「
ひ
じ
り
」

と

云
わ
れ
る
も
の
は
道
心
堅
固
、
持
戒
忍
辱
の
行
者
.
そ
し
て
隠
遁

の

行
者
に
対
す
る
特
殊
な
尊
称
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
、
平
安
時
代
に

於
け
る
、
世
俗
化
、
形
式
化
、
貴
族
化
し
た
仏
教
界
に
あ
つ
て
、
真

に
道
心
を
求
め
、
宗
教
的
欲
求
に
め
ざ
め
て
求
道
の
生
活
を
維
持
し
、

仏
教
界

よ
り
改
め
て
遁
世
し
、
入
道
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
念

仏
行
者

と
し
て
の
阿
弥
陀
聖
、
或
は
起
塔
、
造
嫁
、
写
経
等

の
修
善

行
者
と
し
て
の
勧
進
聖
。
夊
遊
行
廻
国
の
修
行
者
と
し
て
の
遊
行
聖

と
し
て
各
地
を
巡
歴
し
た
の
で
あ
惹
。
空

也

上

人

は
、
天
歴
四
年

(
九
五
〇
)

よ
り
応
和
三
年

(九
六
三
)
に
至
る
十
三
年
間
に
わ
た

り
諸
国

を
廻
り
、
念
仏
を
鼓
吹
し
、
仏
事
を
唱
え
、
又
中
右
記
に
見

ら
れ
る
様
に
、
慈
惠
聖
人
の
貴
賤
を
勧
進
し
て

一
日
の
申
に

一
切
経

を
書
写
し
た
事
等
に
よ
り
、
之
等
聖
の
遊
行
的
な
形
態
が
見
出
せ
る

の
で
あ

る
。
夊
当
代
仏
教
の
世
俗
化
に
対
し
、
真
に
道
心
を
目
醒
め

験
力
を
得
ん
と
す
る
最
良
の
道
が
戸
都
を
離
れ
た
、
政
治
の
外
に
立

つ
山
林

で
あ
る
考
え
を
基
に
、
山
林
に
入
り
苦
修
練
行
を
つ
む
験
者

の

一
、郡
は
、

「今
昔
物
語
」
に
挙
げ
て

い
る
様
に
、
愛
宕
、
葛
川
、

葛
城
、
熊
野
、
伊
吹
等

の
名
山
幽
谷
を
自
己
解
脆
の
修
練
の
場
と
し

観
音
ヨ
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

て
、
苦
行
を
つ
み
、
夊
山
か
ら
山
え
と
行
脚
す
る
事
も
あ
つ
た
。
そ

し
て
こ
の
霊
地
に
於
て
、
貧
瞋
慧
を
抖
橄
し
、
内
外
六
入
を
抖
橄
し
、

形
心
清
浄
な
ら
し
め
て
、
乞
食
を
行
う
頭
陀
の
行
が
行

わ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
様
な
仏
教

の
修
行
形
態
の
上

に
、
円
仁
、
成
尋
、
裔
然

等
が
大
陸
に
於
け
る
名
山
霊
跡
を
巡
払
し
、
或
は
参
籠
し
て
霊
応
と

啓
示
を
得
ん
と
し
た
事
が
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
之
等

の
影
響
を
受
け
て
日
本
に
於
て
も
、
名
山

霊
寺
を
巡
礼
し
、
或
は

一

山
内
を
巡
礼
す
る
風
が
起
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
入
唐
僧
の

大
陸
霊
跡
巡
拝
と

「
ひ
じ
り
」

の
遊
行
的
形
態
、
更

に

頭̀
陀
巡

礼
L
と
が
相
ま
つ
て
霊
寺
巡
礼
と
云
う
形
態
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
如
く
仏
教
の
呪
術
的
風
潮
と
、
現
世
利
釜
を
求
め
る
信

仰
と
が
霊
験
所
な
る
も
の
を
作
ら
し
め
、
そ
の
上
に
、

前

述

し

た

「
ひ
じ
り
」
の
遊
行
的
性
格
、

「頭
陀
巡
礼
」
と
が
入
唐
檜
の
霊
蹟

巡
拝
と
云
う
事
に
影
響
さ
れ
て
、
霊
験
所

巡
礼
な
る
も
の
を
形
成
せ

し
め
た
の゚
で
あ
る
。

,

最
後
に
三
十
三
所
の
数
で
あ
る
が
、
之

は
勿
論
、
観
音
の
三
十
三

身
に
擬
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
そ
の

他
に
、
数
量
的
信
仰
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乏
は
信

七
五



仰
の
深

さ
を
数
に
よ

つ
て
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
か
の
小
豆
念
仏

(
願
西
、
元
亨
釈
書
)
三
十
万
基
塔
供
養

(白
河
法
皇
、
保
安
三
年

百
練
抄
)
或
は
寺
院
参
詣
二
千
度
詣

(宇
治
拾
遺
)
又
後
白
河
法
皇

の
三
十
三
間
堂
に
於
け
る

一
千
体

の
観
音
豫
安
置
等
々
挙
げ
ら
れ
る

が
、
之
等
全
て
数
の
少
な
い
こ
と
よ
り
多
い
方
が
、
信
仰
が
強

い
と

考
え
ら
れ
、
叉
利
釜
も
多
い
と
云
う
考
え
で
あ
り
、
之
等
は
既
に

一

〇
〇
〇
年
頃
か
ら
あ
つ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
思
想

の
上
に
、
観
音

霊
験
所
参
拝
も
、

一
ヶ
所
よ
り
二
ヶ
所
、
ニ
ケ
所
よ
り
三
ヶ
所
参
拝

す
る
方

が
利
釜
が
多

い
と
云
う
様
に
な
り
、
之
が
三
十
三
身
と
結
び

つ
い
て
三
十
三
所
に
な

つ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
夲
安

末
期
の
百
塔
巡
礼

(山
槐
記
治
承
四
年

一
一
八
〇
)
等
数
の
多
い

巡
礼
が
見
出
せ
る
の
も
、
数
量
的
信
仰
の
影
響
が
あ
つ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

結
局
、
末
法
到
来

の
思
想
が
、
未
来
に
安
楽
な
世
界
を
求
め
る
と

共
に
、
現
世
に
於
て
も
利
釜
を
得
よ
う
と
す
る
事
が
、
観
音
信
仰
を

盛
大
な
ら
し
め
、
そ
れ
が
観
音
三
十
三
所
巡
礼
と
云
う
信
仰
形
態
に

発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
観
音
示
現
説
に
よ
る
霊

験
所
の
成
立
、

「
ひ
じ
り
」

の
遊
行
的
形
態
並
び
に
頭
陀
巡
礼
の
流

七
六

行
と
入
唐
曾
の
霊
蹟
巡
拝
の
影
響
、
更
に
数
量
的
信
仰

の
発
生
、
と
・

云
う
こ
の
三
つ
の
基
盤
の
上
に
観
音
三
十
三
所
巡
礼
は
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

(
五

)

以
上
述

べ
来

つ
た
事
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
観
音
三
十
三
所
巡
礼

の
形
成
は
、
何
時
、
誰
が
と
明
瞭
に
規
定

す
る
事
は
出
来
な
い
。
そ

れ
は
、
時
代
の
推
移
と
共
に
漸
時
形
成
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

口
に
於
て
示
し
た
如
く
、
平
安
仏
教
が

、
仏
教
本
来
の
道
を
は
ず

れ
、
祈
疇
万
能
主
義
に
堕
し
、
呪
術
的
と
な
り
、
個
人
的
現
世
利
釜

信
仰
に
俘
な
つ
て
.
仏
像
や
寺
院
に
そ
れ

ぞ
れ
霊
験
利
釜
の
名
を
得

る
も
の
が
現
わ
れ
、
そ
れ
は
、
数
理
を
離
れ
た

一
般

の
信
仰
対
象
と

な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
世
利
釜
を
授
け
る
観
音
霊
験
所

と
云
わ
れ
る
も
の
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
、
卒
安

末

に
於
け
る
末
法
到
来
の
思
想
に
影
響
さ
れ
、
法
華
経
普
門
品
の
七

難
消
滅
の
思
想
、
現
在
、
未
来
に
平
安
を
求
め
、
幸
福
を
求
め
る
思

想
が
甼
安
末
に
於
け
る
観
音
信
仰
発
達
の
原
因
と
な
り
、
観
音
霊
験

所

の
檜
加
及
び
そ
の
普
遍
化
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。



こ
う
し
た
状
態

に
あ
つ
た
観
音
111II!
が
、
当
該
社
会
の

一
修
行
形

態

で
あ
る

「
ひ
じ
り
」
の
遊
行
的
な
性
格
、
並
び
に
頭
陀
巡
礼

の
流

行
と
云
う
相
に
影
響

さ
れ
や
夊
入
唐
僭
に
よ
る
大
陸
観
音
信
仰

の
影

.響

と
、
霊
蹟
巡
礼

の
姿
に
刺
戟
さ
れ
、
更
に
十

一
世
紀
頃
か
ら
起
つ

た
数
量
的
信
仰
と
、
之
等
種
々
の
外
的
要
素
の
上
に
観
音
三
十
三
所

巡
礼
が

1
C
O
O
年
少
し
前
か
ら

一
一
〇
〇
年
前
後
に
か
け
て
形
成

さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
三
十
三
所
巡

礼
が
、
鎌
倉
以
後
、
種
々
の
変
化
を
経
て
現
在
に
至

つ
た
の
で
あ
る

が
、

そ
の
間

に
は
、
夊
、
三
十
三
所
巡
礼
の
変
遯
と
云
う
問
題
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
機
会
が
あ
れ

ば
再
び
取
り
上
げ
る
事
と

し
て
、
以
上
で
表
題
0
考
察
は
と
ど
め
た
い
。

以
上

観
音
三
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る

一
考
察

七
七



七
八

李
安
時
代
に
於
け
る
観
音
靈
驗
所

一
覽
表

霙
記

聖響

宝絵

詞

塾

本朝

肇驗

記

㎜

一

今
昔
物
語

照

簗
塵
秘
抄

讐
黎
甲
璽
覚
忠
三

圭
所
巡
礼

愚

熊

野

熊

野

熊

野

那

智

山

(
紀

伊
)

金

剛
宝

寺
(
紀
三

井
寺)
(
紀
伊)

粉

河

粉

河

紛

河

寺

(
紀
伊
)

南
法
華
堂
(
藍
坂
寺)

(

大和

)

岡

堂

竜

蓋

寺

竜

蓋

寺
へ

岡
寺
)

(

大和

)

泊

瀬

長

谷

長

谷

長

谷

長

谷

長

谷

寺

(
大
和)

南

円

堂

(
大
和
)

、

施福

寺
(

槇
尾

寺
)
・
(
和
泉
)

剛

林
寺
(
藤
井
寺
)

(
河
内
)

総

持

寺

(

摂
津)

勝

尾

寺

(

摂
津)

仲

山

寺

(
摂
津)

清

水

寺

(
播

磨
)

法

華

堂

(
播
磨)

書

写

山

書

写

山

(
播
麿
)

成

合

成

相

成

相

寺

(

丹
後
)

匚

松

尾

寺

(
丹

後
)

竹

生

島

(
近
江
)

谷

汲

寺

(

美
濃)

・

観

音
正
寺
(
内
傘

山)

(
近
江
)

馳

長

命

寺

(
近
江
)



向

積

寺

珍
努
上
山
寺

下

毛

野

寺

金

峯

山

石

山

石

山

(六
波
羅
密
寺
)

清

水

三

井

ノ

観

音

高
尾
寺

(大
和
)

立

山

白

山

金

峯

山

石

山

清

水

六

角

堂

三
井
ノ
観
音

(周
防
)

殖

植

寺

(大
和
)

穂

積

寺

(大
和
)

下

毛

野
寺

(
大
和
)

珍

努
山

寺

(和
泉
)

石

山

清

水

六

角

堂

彦

根

寺

(
近
江
)

立

山

穴

生

金

前

(美
濃

)

觀
音
三
十
三
霊
験
所
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

七
九


